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1.　 前年の本総会で，著者ら鴇，E.colt 変異株 を検定

菌 とするBl2 のカ ップ検定法が，い ちお うBi2 の一定量

法とし て有用であるとみなし た。し かし ，こ れはあ くま

でもBi2 標準液につい て言えるこ となので，今回はそ の

実用 面に検討 を加えるべく， 数種生物材料仲 のBl2 定量

を本 法によって試 み， 含有量，回収率，ド リフトな どに

つい て他法と比較考察し た。

2.　検定菌E.  coLi 215 株，定 量培地にJohansson の

組成 を供し, さきに設定し た検定条件下で本法に よるBl2

測定を実施し， 同時に行なっ た比濁法お よびL.  leichm‘

amnu を検定菌 とする定量法に よって得 た成績 と比較じ

た。 なお試料からの検液 の調製はKCN 法に よっ た。

3.　今回の検索は，動物性材料の数種に限 られ たが，

一 般に本法による場合,その含有量はかな り低値 とな'0.

比濁法の50~70% しか示さない。これは回収率がい ずれ

の試料におい ても60% 前後であるこ と，ド リフト もわず

かながら存するこ とな どから，本法に適用し 得る希釈濃

度では，測定成績に影響する何らかの因子が存在す るた

めと考えられる。 この一因子 とし て，本検定菌は メチオ

ニンに感応することが知られてい るが，供試材料の メチ

オニン含 有量から，正 確なBl2 定量が本アミ ノ酸に よっ

て妨害されることも考えられた。 Harrison はE.  coliに

よるBl2 カ ップ定量法を推奨し てい る が，著者 らの一連

の検索成績からすると，本法の実用性には難点 が多々あ

る。


